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(2)間接制御 ―  季時別料金
(料金制度による)
DSM
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(出所)Stillinger,ヽV.L ''Monetized Environmental Externalities as a MOdifier
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従 来 型 の 計 画 LCP   (IRP)










選 択 枝 電力会社所有の供給力のみ 電力会社の供給力,IPP,消費者の資源





(出所)Hirst,G。ldinan and HOpkins,''Integrated Resource Planning fOr Electric
and Gas Utilities,''pp.5.95-5.114,IπJ′g%α″グ RιsO″ι′Pιク″″グ″g Pro‐
















ムを実施し,電力量 (kWh)で0.7%, ピーク電力 (kW)で4.9%の削減が
なされたとされている。これに費やされた投資額は総収入の0.7%にあたる 14)。
この額は電気事業の投資額合計の5%を占める。

































































いう「DSM報酬率法 (RORD:Rate Of Return on DSM)」。3)DSMの
投資に高い報酬率を認めたり省電力の大きさにしたがって報奨金を与えよう
という「DSMボーナス法 :Bonus for Achieving Demand―Side Goals」。 4)
DSMの実施によって得られた利益を消費者と電力会社で配分 しようという























































































































































































































































































需 給 調 節 契 約
年 間 調 整 契 約











業 務 用 蓄 熱 調 整 契 約 1,739 153 14
業務用夜 間率 調整 契約 808 143
深 夜 電 力 料 金 制 度 264 1.058 1%
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の電力市場の相違や類似性を吟味しておく必要がある。
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